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新たな権力弾圧に抗議する声明
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３月９日、全日本建設運輸連帯労働組合関西地区生コン支部に新たな権力弾圧が加え

られた。同日早朝、大阪府警が、執行委員２人を大阪府八尾市の旭光コンクリートに対する

強要未遂と威力業務妨害容疑で不当逮捕。さらに午後、１月１３日に大谷生コン事件で逮捕、

起訴され、大阪拘置所に勾留されていた、武建一支部執行委員長、Ｋ執行委員の２人も同じ

容疑で再逮捕したのである。

また、大阪府警は同容疑で、生コン会館をはじめ計５カ所を強制捜索すると同時に、捜査

中と称する背任容疑を理由にあげて、支部の会計担当事務局員の自宅など５カ所も強制捜索

した。今回の不当弾圧も、先の大谷生コン事件と同じ時期に、アウトサイダー業者である旭

光コンクリートに対し、組合が大阪広域生コン協同組合への加入を要請、説得した活動が事

件にされている。これも、中小企業と労働者が協力してすすめてきた政策闘争つぶしをねら

ったものであり、正当な労働組合活動に対する不当極まりない権力弾圧以外の何者でもない。

先の弾圧に対する抗議声明で明らかにしたとおり、われわれがとりくむ政策活動は、ゼネ

コンとセメントメーカーが支配する生コン業界の改革をめざすものである。この改革は、中

小企業が圧倒的大多数である生コン業者が、法律で認められた中小企業協同組合の下に団結

すること、そして、その団結を労働組合も支援することを通じて、大企業であるゼネコンの

安値買い叩きやセメントメーカーの販売拡張政策という過当競争圧力を防ぎ、それによって、

中小企業の経営安定、 労働者の雇用安定、さらには、高品質な生コンを消費者である市民

に供給する責任をはたすことをめざすものである。この道理と合理性ある中小企業と労働者

の共闘を破壊することで利益を得るのは、ゼネコンとセメントメーカー、そして、彼らに追

随して目先の私的利益追求に奔走する一部企業だけである。大阪府警、そして、検察と裁判

所は、この不当な権力弾圧が、一体だれを喜ばせるものであるのか、冷静に再考すべきであ

る。われわれは、１月以来の権力弾圧のなかで、中小企業と労働者の生きる道が、この政策

闘争の成功以外にはないことを改めて確信するに至っている。われわれは、いかなる権力弾

圧を受けようとも、その確信を曲げたり、捨てたりすることはない。

われわれは、この間、多くの労働者、労働組合、民主団体、中小企業家、中小企業団体、

政党から激励を受けてきた。その貴重な励ましをも糧としながら、この不当な権力弾圧を

粉砕する闘いを強化して、仲間の早期奪還、無罪獲得をめざすとともに、政策闘争のさら

な前進を勝ちとる決意である。
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